
 

          長田 美保子 
大好きな建築インテリアにまつわる、ちょっとしたお話をお伝えしていきます 

 
 今回はここ最近の「日々の暮らしを快適にするグッズ、行動」についてです。 
 
先日 私は入浴剤が好きなのでネットでいろいろ調べていました。旅行先で入浴剤を 

購入したり 今までもいろんなものを使っていますが その中でも今注目は「湯の花」と
「岩塩」です。以前使ったことがあり、よかったな～と思っていたら天然系で体に優しい
ということを知り良さを再認識しました。今もちょうどネットで購入中です。自分のお気
に入りの定番商品を 少しずつ揃えていこうと思っています。 
日々の暮らしを快適にするという点では、やはり「収納」でしょうか。この話題は尽き

ませんね。部屋をすっきり広く使いたい反面、すぐ手の届く位置に収納があるというのも
理想です。今、私の家は キャビネットの近くにリビングテーブルを寄せています。そう
すると自然に変形したような新たなレイアウトが生まれ、ちょっとした模様替えになり 
ました。 
あと意外にもよかったのが 小さなゴミ箱にみえないゴミ箱を、あちこちに置くという

ことをしています。かわいいお菓子の箱とか、素敵な箱・・・少し深めの方が使いやすい
です。ゴミ箱といっても、紙や何かを買った時のパッケージ類が主なゴミなのできたない
感じはありません。 
また、やってみてよかったコトはお伝えしていきます！皆さんもいろいろ 日々の 

暮らしが快適になったお話し教えてくださいね♪ 
 
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

手づくり住宅専門会社 
～想いと技であなたの夢をかなえます～ 

大阪市西淀川区御幣島 4－2－14  

株式会社 大庭工務店  
TEL 0120‐839-008 FAX 06-6472-5667 

E ﾒｰﾙ web@obakoumuten.co.jp 

氏名 … 代表取締役 大庭健二(おおばけんじ) 

住所 … 〒555-0012 
大阪市西淀川区御幣島 4-2-14 

生年月日… 昭和 43 年 9月 22 日(さる年 おとめ座 A 型) 

趣味 … ゴルフ・テニス 
ホームページ…http://www.obakoumuten.co.jp 
 

 
 

☆★ イベント報告 ★☆ 

大庭工務店のイベントを米谷がお伝えしまぁす(*^_^*) 
 

３月ですね♪今年のひな祭りも我が家唯一の女の子の『ライスちゃん』のために 
小さな雛人形を飾りました。お嫁には行かせませんけどね…(^^ゞ 

 
さ～て、2月の大庭工務店は～～？ 

 
２月２日(日)LIXIL さん主催の『住まいの学校』が開催されました。 

社会の授業では社長が先生になりお話しさせて頂きましたよ。授業の後はお楽しみのランチタイム♪ 
スタッフとお客様と一緒に楽しくお話しをさせてもらいました。 

 
２月 16 日(日)お待ちかねの『第３回おおばこ女子 DIY 部』を開催。 

     今回はマスキングテープラックを作成。すのこを解体して新しい物を作るって所に 
女子部員の皆さんも感心されてました♪今回参加された方から『作品を作るだけでなく 

ランチやおやつタイムでのおしゃべりも楽しい』との感想を頂き 
とっても嬉しい瞬間でした～！私たちスタッフもいつも楽しませてもらってます!! 

 
２月 22 日(土)～23 日(日)２会場同時開催の新築完成見学会を開催致しました!! 
たくさんのお客さまにお越しいただき、とっても賑やかな見学会になりました。 
OB 様と笑い話で盛り上がったり、お子さんを連れて公園に行ったりと 

とっても楽しい２日間でした。 
２日連続のお引渡し式も立ち会わせて頂き、幸せを分けて頂きました！ 

事務所から５秒の現場…何だか工事が終わってしまうのが寂しい気もしますが、 
お施主様が引越しされてくるんですよね♪ 
毎日の様に会えると思うと楽しみで仕方ない米谷です。 
でも朝の寝ぼけ顔を改善せねば…!!と焦りつつもあります…(+o+) 
２月はイベント盛りだくさんの月でした。今月も盛りだくさんの予定です!! 

気合い入れて頑張りまぁ～す!!      米谷美智でしたе 
 
 

おおばこうむてんより大切なあなた様へお届けします。 

みなさま こんにちは。 社長の大庭健二です。 
 

さあ、今月でもう 3月がきました。年始にたてた新年の抱負は順調に進んでいますか？ 

一歩一歩、てくてくと歩んでいきましょう。 
 

先日、私がお勧めしているｽｰﾊﾟｰｳｫｰﾙ工法の仲間達と海外研修でドイツに行ってきました。 

飛行機で約 12 時間、遠かった・・・(^_^;) 

なぜ？ドイツかというと 

ドイツのお家の快適住宅性能は世界の中でもトップレベルにあり 

私たちがご提案しているお家と何がどれぐらい違うのか？ 

見て聴いて、体で感じて勉強してこようと思ったからです。 
 

じつは、ドイツと日本はたくさんの共通点があります。 

国土面積はドイツは 36 万 k ㎡、日本は 38 万 k ㎡。 

人口はドイツが約 8200 万人、日本が約 1億 3000 万人。 

人の気質も似ていて、自動車、カメラ、時計など物作りに丁寧でこだわりがあり、 

勤勉な国民性がある国です。 

歴史的にみても、軍国主義に走り、第二次世界大戦の同盟国であり敗戦国でもあります。 

そんな共通点のある両国ですが 

戦後 69 年、同じスタートラインに立ちながら 

日本が大きく遅れてしまったのが住宅の快適性です。 

日本で 2020 年に義務化しようとしている省エネルギー基準は 

ドイツでは 1995 年当時の基準レベルです。 

単純に 25 年の開きがあります。 

日本の快適性上位 1％の住宅は、 

ドイツでは当たり前に建っている住宅だそうです。 

自国では、エネルギー資源が乏しい両国ですが 

片方では、光熱費がたくさんかかっても不快な住宅。 

片方では、少ない光熱費で快適な暮らし。 

一体、何が違って、どんな考えからそうなったのか？ 

一週間程度の研修でしたので、まだまだ上辺の部分かも 

知れませんが、現地で見て、聴いて勉強してきました。 

地震の多い日本でドイツの家の作り方をそのままマネすることはできませんが 

私も少ない光熱費で、快適な暮らしができる家を真剣に提案している一人です。 

これからの家づくりにお役に立つ情報をたくさん持って帰って来たので、 

私なりに噛み砕いて 

次号から断熱・気密・換気・空調・設計と 5回に分けてお伝えしていきたいと思います。 

乞うご期待ください。 



 

こんにちはおおばです。 
我が家では受験・卒業式と行事が続き、 

もう早くも 3月＊春の訪れを我が家で少し感じていますю 
桃の花が咲き始めましたБ 

1 ヶ月に一度、仕事帰りに、実は自分磨きю生け花を習い始めました(*^_^*) 
木や茎にも前後ろがあって向きが違うとしっくりこない感じがします。 
お花も木も葉も植わっていたように生ける事で生き生きするんですね！ 
一輪挿しでもお花をゆっくりじっくり見て挿す事を教えてもらいました。 

とっても癒され、こんな時間も大切だなぁと感じましたл 
 

 今月はお家の保険で気づいた事です п 火災保険編パート 1 п 
 

去年より火災保険の代理店にもなり、火災保険のご相談もして頂けるようになりました。 
きっかけはお家を新築される時、必要な費用を調べていると 
火災保険がかなり高額でまとまったお金が必要になるので、 

事前にお知らせしておく事で、資金計画もしやすくお客様の役にたてるのではないか… 
そして 

今までの工事のご依頼で火災保険を使って直したいとご依頼のある事もあり 
火災保険の補償について、気になっていました。 

もっと知ることで自信を持ってお伝えでき、喜んでいただけるかなと思ったのです。 
住宅総合火災保険に加入していると 

自然災害で瓦が飛んだり、台風でものが飛んできて外壁にキズがついたり、 
内容によってはガラスを割ってしまった場合も補償されるような保険に加入している場合もあるんです。 

私も自宅の火災保険が長期間の保険なので、 
どんなものに入っていたかなんて忘れちゃってましたГ 

実はガラスが割れた時も使えたのです(^_^;)もう遅いですが… 
この機会にご自宅の火災保険を確認してみてくださいね！ 

火災だけでなく補償があるかもしれません。 
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なんだか、あともう 1品欲しい～～！って時ないですか？ 

なんかお酒のあてに 1品欲しい～って時ないですか？ 

米谷は、しょっちゅうあります…(^^ゞ 

そんな時に厚揚げがあれば是非作ってみてください♪ 
 

・・・ 厚揚げ甘辛炒め ・・・   
材料 

厚揚げ(私はサイコロ型)  1 パック    
片栗粉          絡め用 

        しょうゆ・みりん・酒   適量 
                      きざみネギ         〃 
                      ごま            〃 

     七味唐辛子(お酒のあて用)  〃 
                       
                        

① 厚揚げを 5㎜厚位に切ります。(サイコロ型の方が型崩れしにくいと思います) 
② 切った厚揚げに片栗粉をまぶし(ビニール袋でフリフリです)、 

サラダ油を熱したフライパンで焼きます。 
③ 周りがカリカリっぽくなったら酒・みりん・しょうゆを投入。 
④ 照焼き風に仕上がったらゴマと刻みネギをふりかけ 

かっこよくフライパンをひと振りしましょ～♪からめる感じで完成です(*^_^*) 
 
お酒のあてにする場合は七味唐辛子をふりふりすればお酒が進みますよ♪ 
ごま油をまわし入れても良いかもですね☆ 

    
  レシピをご覧いただきありがとうございます！皆さんの「美味しかった！」の言葉で頑張れます！ 

もし紹介しても良いよという簡単レシピがあれば、是非ご一報くださいね♪ 

                            米谷美智でしたе 

       
みなさんこんにちは！大庭工務店スタッフ江尻です。 
３月に入りましたね！いよいよ消費税が８％になるまで、あと１ヶ月ということです～～(T_T)/~~ 

食費も塾代も全部アップするんですよね～～(T_T)/~~、切ないけれど、決まったことだし仕方がない・・・ 
有効に使われる事を期待しつつ、がんばって働いて、ちゃんと払っていきます！将来の日本が素晴らしい 
福祉国家になることを期待して！！ 
  
さて、今月のインタビューは、いつもと違う形式で、弊社の会長が２月に４日間、 
ベトナムに行ってきたので、その旅行記をインタビュー形式にまとめてみました。 

 
ちなみに会長は昭和１８年生まれ、現在７０歳。香川県で生まれ、田舎で育ち、 

１５歳で大工修業に弟子入りし、４年間の修業ののち、１９歳で大阪へ出てきました。 
大阪へ出発した昭和３８年３月２５日朝、汽車が琴平駅を出た時、こんぴら山を 

見ながら『必ず一人工の大工になって､いつかは親方をしのぐ大匠棟梁になって見せる』 
と心に誓ったそうです。 
趣味はカラオケと、家庭菜園です。仕事は真面目で、一生懸命が取り柄です。 

涙もろく、お酒も大好きな７０歳、まだまだ元気で、重い物でもヒョイっと 
持ち運びます。足取り軽く、軽トラを走りこなし、雨ニモマケズ、風ニモマケズ、 
あちこちの現場を回っています。 

江「会長、ベトナムはどうでしたか？。」 
会「日本の終戦後のたくましさのようなものを感じたよ。 

発展途上の国だなとも感じたわ。」 
江「たくましさというと？具体的な出来事はありましたか？」 
会「最終日に世界遺産のトンキン湾を訪れた時に、観光船にのってたら、 

近くでエンジン音がしてきて、何かな？と思ったら、小型の船が横付けし、 
窓越しに果物や特産品を売りに来た。 
お父さんと、お母さんと、小さい子も一緒に船に乗ってて、 
貧しくても生き抜く、たくましさや、強さを感じ、感動した。 
ベトナムの人のおおらかさ、強く生きる精神力の強さを見て 

ちょっと今の日本と比較してしまった、心の持ちよう一つで 
どんなに貧しくても苦しくても生きていけると向こうの人を見ていて感じたよ。」 

江「観光はどうでしたか？」 
会「トンキン湾に、大昔に地球の地殻変動で 

隆起した雄大で美しい岩山があって、 
自然の力の大きさをあらためて感じたわ。」 

江「交通ルールが独特だと、 
テレビできいたことがあるんですが・・・ 
信号がないとか？・・・」 

会「そうやな、交通ルールがあるような、ないような国やった。でも、人が横断しようとしたら、車も 
バイクも必ず止まる、それぞれの人が“人は傷つけない”という気持ちを持っているように感じたよ。」 

  「走る速度も日本よりゆっくりで、日本では考えられない風景やった。」 
「非常におおまかで、適当な国民性を感じたよ。」 

江「他にはどんな事を知りましたか？」 
会「平均年齢が２８歳。昔、戦争で亡くなってるからかな、年いった人が少なくて、若い人が多かった。 

女性の結婚年齢は２３～２５才、男性は２５～２７才で、晩はあまり電気をつけず、朝が早い、 
健康的で自然のままに生きている。小さい子も多い。」 

江「日本とかなり違いますね。」会「日本は裕福で幸せな国やと思った。それは着るもの、食べるものに 
関して･･･。でもな、精神的な面で日本は考え直さなあかん、反省せなあかんとも思った。 
いじめとか、虐待とか（向こうではあるかないかはわからないけど）恐らくないと思う・・・。 
向こうは平均的に貧しくて、発展途上で、みんなが一生懸命に生きている。生命力が満ち溢れていた。」 

江「他に感じた事はないですか？」 
会「今回、リクシルの製品を扱っている全国の工務店さんと大勢で研修旅行に行けて、 

いろんな人と出会って、同業者同士の友好を図れて楽しかった。友達も増えた。 
「また今度、ハワイやシンガポールにも行きたいな」と話ししてわかれた。 
ベトナムのリクシルの工場見学をして、便器や洗面台の陶器類の製造過程を 
勉強して、全世界に展開しているリクシルの組織力の大きさも痛烈に感じたよ。」 

長年、仕事中心で、一生懸命に働いてきた会長から、「今回の研修旅行で友達も増えた。楽しかった。」と 
聞いた時、少しホッとして、少し感動してしまいました。【ベトナム】ですが、私は行ったことはないけれど、
今までは「枯葉作戦」、「ベトちゃん＆ドクちゃん」という、戦争による悲しい過去のイメージの強い国でした。
会長の話を聞いて、【辛い過去を乗り越え､国民皆が逞しく生きている】というイメージにかわりました。 
【百聞は一見にしかず】、私もいつか研修旅行（海外）に行ってみたいな～♪と胸をときめかせています。 


